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基調講演「都市の樹林とエコロジカルなランドスケープ」

武内和彦（東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

私が非常に大雑把に考えております都市の樹林とランドス

ケープにまつわる基本的な考え方ついて、最初に結論を申し

上げたいと思います。世界には色々な地域があり、色々な都

市がありますが、今日は三つのタイプの都市を取り上げて、

その三つのタイプの都市と樹林、あるいはそのランドスケー

プの役割がどういうものであるのか、についてお話をしたい

と思います。
一つはヨーロッパ都市です。ヨーロッパと言っても色々な

国がありますし、色々な地域がありますが、今日はヨーロッ
パ都市、とりわけイギリスの都市を考えてみたい。そういう

ときに都市の樹林の役割、樹林がどういう現代的な意義を

持っているのか。ヨーロッパ都市は、かつては緑を都市の成
長抑制の武器として用い、最近ではむしろそれを都市の環境

緩和、とりわけ気候の緩和と生物多様性の確保で使おうとし

ています。

二番目には、北米の都市を考えてみたいと思います。北米

の都市はヨーロッパのように、いわゆる成長抑制型の緑は考

えていない。しかしそれなりに都市と緑、とりわけ樹林の共

生関係を真剣に考えてきた歴史があります。これもかつては

都市のいわばアメニティ装置として樹林が考えられていたの
に対して、最近はむしろエコロジカルなネットワークを形成

する手段として都市の樹林あるいは緑を考えています。

さて、三番目は日本を含む東アジア及び東南アジアの都市

における、都市と樹林との関係についてです。日本の都市、

例えば東京とか大阪、計画的な都市としての札幌は日本の中

ではタイプが違いますが、お隣の韓国のソウル、中国の北京

や上海があります。島国ではフィリピンにマニラがあり、他

にバンコクとかジャカルタがあります。こういう都市は古く

は、一種の近代化装置として都市の緑が考えられてきた。こ

れは、明治維新以降の日本の都市づくりを見ても分かるかも

しれませんし、フィリピンのマニラなどはスペインが作り上

げた都市が中心になっています。ジャカルタはバタビアと呼

ぱれた頃のオランダの植民地都市で、ヨーロッパ的な、ある
いはその後に入り込んできたアメリカの都市と緑の関係づく

りの哲学が空間に投影されて、今日に到っています。とりわ

け日本を含むアジアの都市で重要だと思われるのは、第二次

世界大戦後の都市の拡大です。これは最近、日本の専門家の

間では混住化社会の形成といわれておりますが、都市と農村
が区別されない形で郊外にずっと広がっていく都市が非常に

顕著で、上海やマニラ、ジャカルタ、バンコクにおいても共

通に見られる現象です。何故このような現象がアジアで起

こっているのか、これからの話の中で詳しくお話したいと思

います。ヨーロッパ都市あるいは北米都市と違う、日本のあ

るいはアジアの都市の樹林、緑の役割について考えていく必

要があります。
都市の緑がどのように考えられてきたかというと、文明の

成立にまで遡ります。有名な都市文明のギリシャ文明が滅び

たのは都市自身に原因があるとよく言われます。これは、風

が吹けば桶屋が儲かるという類の話です。つまり、最初にそ
の都市を拡大させるために沢山の木材や、あるいは燃料を必

要とし、背後にある山から沢山の木を切り出した。山から沢
山の木を切り出すことにより山がはげ山化してしまう。雨が

降ると土壌浸食が引き起こされる。浸食された土が流域を通

じて下流に流れ、低地に土が溜まり、泥の溜まった広大な湿

地が形成される。その広大な湿地は、非常に衛生環境の悪い

場所と化し、大量の蚊が発生しマラリアをもたらす。ついに

はマラリアの病虫害により文明は滅びてしまった、この真か

嘘か分からない話が物語として伝えられています。

都市と環境の破壊は非常に長い歴史がありますが、都市の

環境の改善が非常に大きな都市自身の問題として社会的に認

識されるようになったのは、皆さんご承知のように産業革命

以降の都市の巨大化です。産業革命が最初に興った国イギリ
スでは、既に十八世紀の後半からロンドンを中心とした都市

の肥大化、拡大が始まります。十九世紀の初頭にはわずか百

万であったこのロンドンが二十世紀中庸には九百万の莫大な

人口を擁する都市に変化します。その変化はおよそ農村から
の人口の流入によりもたらされ、大部分が産業に従事する労

働者として都市に参入し、労働環境、衛生環境が非常に劣悪

であったといわれています。コレラやペストが大量に発生す

る、大気汚染により人々が喘息などで苦しむ、といった最初

の公害問題がこの街において発生しました。その環境を改善

するために、例えば上下水道の整備、あるいは住宅地の整備

が進んでいき、それがその後の、イギリスではタウン・プラ

ンニングといいますが、都市計画につながります。一方そう

した都市の環境改善の中で忘れてはならないことは、私たち

の分野が非常に大きな役割を果たしたことです。
一つには都市のレクリエーション環境、あるいは衛生環境

を改善する、とりわけ労働者の憩いの場を提供するという意

味で緑が装置化される段階が到来します。これがいわゆる公
園です。公園のパークという言葉は元々イギリスの囲い込む

という言葉から来ていて、その囲い込まれた場所を公にする
ことを通して、近代都市公園が成立して行きます。最初はロ

ンドンの街でもいわゆる王室庭園が公開され、後にパブリッ

ク・ガーデンといわれるものになります。それから都市郊外
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